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第4回企画展示「フクロウが運んできたもの」展の記録 
─ 構想から展示まで

A Record of the Exhibition “What Owls brought” from Inspiration to Exhibition
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Abstract: An exhibition entitled as “What an owl brought” was held at The Life Museum of Azabu University 
from July to October, 2017. The contents were based on a scientific article on the food habits of the Ural owl 
(Strix uralensis) at Mt Yatsugatake. The paper showed that the foods were biased to voles at the pastures while 
they were biased to wood ice in the forest. The exhibition showed specimens and models of owls, bones of 
rodents, and photos. Besides the exhibition, the museum prepared three workshops where participants analyzed 
the owls’ remains left in the hand-made nest boxes. A seminar was also held. This exhibition seems to be a good 
example of cooperation between a university and outside organizations.
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要約：2017年 7月から 10月まで「フクロウが運んできたもの」と題する企画展示をおこなった。この展示の
内容は八ヶ岳におけるフクロウの食性と生息地に関する論文内容をもとに、関連の標本類などを展示したも
のである。2つのケースを用い、ひとつにはフクロウの概略を把握できるものとし、もうひとつは分析の内容
を解説できるものとした。このほか「フクロウ・ギャラリー」と称する写真展示の空間を作った。展示のほか、
分析をするワークショップを 3回開催し、セミナーもおこなった。本展示は大学と学外組織との協働の好例と
なった。
キーワード：食性分析、ネズミ、フクロウ、八ヶ岳

麻布大学いのちの博物館の第 4回の企画展示とし
て 2017年 7月 4日から 9月 30日（10月 28日まで延長）
に「フクロウが運んできたもの」と題する展示を開催
したので、その記録をしておく。

背　景
麻布大学いのちの博物館が展示の基本理念として

いることのひとつに、大学博物館らしい研究成果を紹

介するということがある。今回の企画展示はそのこ
とを具体化したものであり、八ヶ岳のフクロウStrix 

uralensisに関する研究論文（Suzuki et al., 2013）をもと
にしたものである。この論文は麻布大学獣医学部動
物応用科学科の野生動物学研究室において、2008年
から 2009年に在学した鈴木大志氏が卒業研究でおこ
なったものある。その内容は、八ヶ岳のフクロウの
食性を明らかにし、森林地帯に牧場がある場合、フク
ロウの食性が大きく変化するという現象を発見し、そ
の要因を考察したものであり、猛禽類の国際雑誌で
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ある Journal of Raptor Researchに公表された。
分析材料は「八ヶ岳自然クラブ」という地元の有志

が架けた巣箱から得られたものである。
この展示においては、狭義の展示に併せてワーク

ショップやセミナーもおこなった。ワークショップ
は実際のフクロウの巣の遺存物の分析作業をおこな
うもので、2016年、2017年にも実施した。
この展示では、八ヶ岳自然クラブに材料の提供を

受け、相模原市立博物館から標本の借用し、ワーク
ショップを実施したので、これらの組織との共催と
した。

展示内容と展示品
こうした背景から企画展示としては以下のような

内容を考えた。1）フクロウという鳥の特徴を紹介す
る、2）そこでフクロウがネズミ食に特化しているこ
とを説明する、3）そのための形態学的、行動学的特
徴を解説する、4）分析結果を紹介する、5）これに関
連してネズミの骨の解説をする、6）八ヶ岳のフクロ
ウの食性が牧場の有無によって違うことを説明する、
7）その分析作業を紹介する、8）森林伐採を単純に自
然破壊であるという考え方について考え直すヒント
を提供する。
以上の内容を紹介するために、以下のような展示

物を準備することにした。内容 1）に対してはフクロ
ウの剥製標本、フクロウのカービング模型、フクロウ
の粘土模型、フクロウの骨格標本、2）に対してはネ
ズミの骨格標本、巣から取り出したネズミの骨の標
本、ネズミの代表的な骨の標本、3）に対しては八ヶ
岳自然クラブ提供のフクロウの写真、4）に関連して
人工巣箱、5）に対してネズミの骨の拡大模型。その
ほかの内容はパネルで説明をした。

展示のアイデアと設計図
以上に基づき、ケースを 2つ使って展示をすること

とし、そのおよそのレイアウトを手描きして、業者
と相談した（図 1、2）。
これをもとに業者が設計図を作製した（図 2, 3）。

設　営
7月 3日に設営をした。まず、前の展示物をケース

から取り出した。それからフクロウ関連の展示物を
搬入した（図 3A, B）。
パネルを貼る背後の壁は張り替えをした。
「フクロウ・ギャラリー」はベニア板の組み立てか
ら始まり、表装をした（図 3C）。すべての収納が終
わったら、最後に照明の調整をした（図 3D）。

図 1 ケース 1（A）とケース 2（B）の正面スケッチ、ケース 2（C）、
アクリル台（D）、ギャラリー（E）のイメージスケッチ



第 4回企画展示「フクロウが運んできたもの」展の記録─ 構想から展示まで 31

図 2 ケース 1（A）とケース 2（B）、粘土模型の支持台（C）、「フクロウ・ギャラリー」（D）の設計図

図 3 新しい展示物を入れ始めたケース（A）と展示品を入れたケース 2（B）背後のパネルの張
り替え、「フクロウ・ギャラリー」の組み立て（C）、天井からぶらさげたライトの調整（D）
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展示のようす
全体はフクロウの体色となじみのよい茶色系で統

一を図った。ケース 1はフクロウそのものの基本的な
知識を紹介するものとした（図 4A）。
ケース 2は八ヶ岳のフクロウの調査内容、分析の

ようす、フクロウの保全についてのパネルと、手前
の台の上にネズミの骨に関連する展示物を並べた（図
4B）。
ケース 2ではネズミの模型、ネズミの骨（アクリル

台）、ネズミの骨の模型による、ネズミの骨について
のコーナーを作った（図 4C）。

ケース 1と 2のあいだにアンティークな机を置き、
来館者の理解度を上げるためにその上に論文と書籍
を置いた（図 5）。
「フクロウ・ギャラリー」と題するコーナーを作り

（図 6A）、内部に八ヶ岳自然クラブのメンバーによる
11枚のフクロウの写真を張った（図 6B）。ギャラリー
の外側に巣箱を展示し、出入り口にフクロウの雛の
模型を置いた。内側が見えるように側面の板をはず
し、巣箱の底には実際に巣材として使用されたマツ
の木の樹皮のチップを敷き、小さな雛の模型を置い
た（図 6C）。

図 4 フクロウを紹介するケース 1（A）、八ヶ岳のフクロウの調査を紹介するケース 2（B）、ケース 2
のネズミコーナー（C）

図 5 論文と書籍を置いた机
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また、フクロウ・ギャラリーの外側には、以前本
学で高校生を対象にフクロウの巣内遺存物の分析を
したときの感想文（高槻、2013）を紹介したパネルを
貼った。

展示物
展示物は以下のとおりである。フクロウの剥製は

相模原市立博物館から借用した（図 7A）。カービング
模型は龍川禎氏に作製を依頼した（図 7B）。粘土模型
は著者が作製した（図 7C）。
フクロウの骨格標本は筆者が宮城県金華山島で偶

然発見した新鮮な死体から作製した。この標本は発
見時の死体の状態がよかったので、通常の骨格だけ
の標本と違い、翼と尾の羽毛をつけた（図 8）。
ヒメネズミApodemus argenteusの骨格標本は本館収

蔵標本を使用した（図 4A）。分析で抽出した骨は非常
に小さいので、アクリルの円柱台を作製して、その上
に載せた（図 9B）。
フクロウの巣から抽出した骨は昆虫針に台紙をつ

けて載せ、昆虫標本箱に入れて展示した（図 9C, D）。
分析ではアカネズミApodemus speciosusとハタネズミ
Microtus montebelliとの比較が主題なので、両種のイ

図 6 フクロウギャラリーの外観（A）、内部（B）、フクロウの巣箱（C）

図 7 フクロウの剥製（A）、カービング模型（B, 龍川氏作）、粘土模型（C, 高槻作）
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図 9 ヒメネズミの骨格標本（A、本館収蔵）、アクリル台（B）
ネズミの骨を並べた標本箱（C）とその内部（D）、アカネズミ（E）とハタネズミ（F）
の粘土模型、ネズミの肩甲骨と寛骨（G）、大腿骨と尺骨（H）、頭骨と下顎骨（I）
の粘土模型。H骨模型の左にある小さい骨は実物

図 8 フクロウの骨格標本（本館収蔵）
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メージをわかりやすく粘土模型を作製した（図 9E, F）。
また、ネズミの骨は小さいので、わかりやすさを考え
て粘土模型を作製した（図 4G, H, I）。
八ヶ岳自然クラブで使用済みとなった巣箱の提供

の申し出があったので、側面を開けて内部が見える
ようにして展示した。出入り口にヒナの粘土模型を
置いた。粘土でヒナの質感を表現するのがむずかし
かったが、表面にノリを塗って脱脂綿を付着したと
ころうまく表現できた（図 10A）。巣箱内にはウィッ
トとしてかわいらしさを強調した模型を置いた（図
10B）。
パネル原稿を執筆した（付図 1～ 11）。パネルに挿

入したイラストはすべて筆者が描いた。

関連事項の準備
展示にともない、ポスターとパンフレットを作製

した。ポスターは八ヶ岳自然クラブによるすばらし
い写真があったので、1枚だけを厳選し、それを黒に
近い焦げ茶色を背景にしたものとした（付図 1）。
またパンフレットには内容を要約し、図や写真を

選んで作製した。全体にフクロウの体色をイメージ
する茶色系で統一したので、パンフレットの背景も
淡褐色とした（付図 2）。
展示内容と展示物をもとに、解説用のマニュアル

を作成した（7月 4日）。

ワークショップ
展示に関連したイベントとして、ワークショップを

おこなった。ワークショップでは実際にフクロウの巣
に残されたネズミ類の骨を取り出す作業をおこなっ

た。試料は 9つあるので、1回に 3つを分析すること
とし、9月 2日、9日、16日の 3回とした。9日には相
模原市立博物館でおこなった。1回あたり子どもを含
む 10人あまりの参加者があった。フクロウの概論と
ネズミの骨の基本を解説し、作業の手順を説明した。
実際の作業は巣箱の底に敷いたチップを取り出し、

粗くチップを除去したものを準備した。それを丼程
度の容器に取り出し、骨を取り出してシャーレに分
別してもらった（図 11）。
作業後、感想文を書いてもらったが、概ね好評で

あった（巻末資料）。

セミナー
また 2017年 9月 30日に「フクロウが運んできたも

の」と題してセミナーをおこなった。講師は筆者で、

図 10 フクロウのヒナの粘土模型（A）とウィットとして
の模型（B）

図 11 ワークショップのようす。本館（A）と相模原市立博物館（B）
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25名の参加者があった。
講義では前半で、企画展示で伝えようとしたメッ

セージとして、1）研究の内容紹介と 2）その結果の
保全上の意味が説明した。そして、実際にフクロウ
の巣箱に残されたネズミなどの骨をどう類型したか、
その結果「森ネズミ」とハタネズミの違いがみつかっ
たことを話した。また、これらのネズミは動物学的
にどう違うか、どういう生態学的意義があるかなど
を紹介した。そのなかで、森林が伐採されたことと
フクロウの保全は、森林伐採は悪いことだという単
純な保護論では片付かないという話もした。
後半では、展示の裏話として、準備のたいへんさ

や楽しさの話をした。よい研究内容でもいかに展示
するかによって魅力がまったく違う。企画のアイデ
アを考え、そのために何をどう展示するかのプロセ
スを紹介し、アイデアのラフスケッチが業者によっ
て正確な設計図になることを紹介すると会場から歓
声があがった。小さなネズミの骨の展示、その補助
としての模型作り、ワークショップとしての巣材か
らの骨の取り出しのようすなども紹介した。
講義のあとでフクロウやその保全について活発な

議論がおこなわれた。その後、展示会場に移動して、
講義を踏まえて展示を眺めながら会話がはずんだ。

まとめ
麻布大学いのちの博物館では来館者にアンケート

の記載をお願いしている。アンケートの内容は、「研
究の紹介を展示することが大学博物館らしくてよい」
というものや、「調査結果だけでなく、どのように分
析するかがわかった」、「その分析で取り出された小
さな骨を丁寧に並べて展示されていて驚いた」など
が多かった。
本展示は本学の研究から生まれたものであるが、

八ヶ岳自然クラブとの共同研究で実現したもので、
大学と学外の組織との協働という意味で意義深かっ
た。また地元の相模原市立博物館との協働ができた
ことも有意義であった。
なお、それにより、この展示が好評であることが

わかったので、当初の予定を延長して、10月 28日ま
でとした。
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付表 1　企画展示の経緯（2017年）
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＜資料＞

付図 4 「フクロウとは」のパネル

付図 3 趣意を説明するパネル

付図 2 パンフレット

付図 1 ポスター
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付図１. ポスター 

 
付図２．パンフレット 
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　麻布大学いのちの博物館の企画展示では、大
学でおこなっている研究の紹介をしています。
今回は本学の野生動物学研究室が八ヶ岳自然ク
ラブの協力を得て研究してきたフクロウの食べ
物を紹介します。
　日本のフクロウはユーラシアにもいる「ウラ
ルフクロウ」で、森林にすむネズミを食べるこ
とに特徴があります。ところが八ヶ岳では、そ

ういう場合もありますが、牧場の近くの巣では
ハタネズミという草原にすむネズミがよく食べ
られていることがわかりました。
　この企画展示は大学と地域のグループとが
進める協働の好例だと思われます。夏休み期
間でもあるので、多くの方々の来館を期待し
ています。

��������を��る
�������ラ�で��������巣�を��て営巣を
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写真提供　八ヶ岳自然クラブ

Journal of Raptor Research より

ハタネズミの下顎骨

アカネズミの下顎骨 アカネズミ

ハタネズミ
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付図 9 ネズミの骨格の解説パネル

付図 8 八ヶ岳自然クラブの調査結果と 2種のネズミの
比較などを説明するパネル

付図 7 八ヶ岳のフクロウ調査を解説するパネル

付図 6 食物連鎖のパネル

付図 5 フクロウの捕食の特徴についてのパネル
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付図 11  子ども用パネル

付図 10  フクロウ保全についてのパネル
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＜資料＞
ワークショップの感想（抄）

「子供の参加」
小さな子どもたちが多く参加されていて、うれし

く思いました。自然、生き物が好きな子が多く育っ
てくれることと思います。小さな骨もよく見つけて
くれました。この分類したことがどのように役立つ
か楽しみです。

「ネズミの骨がわかってきた」
とても楽しかったです。近くの「かしの木山自然

公園」でペリットを拾ったことがあり、骨を分けた
のですが、特徴がつかめず、でした。今回参加して、
特徴が少しつかめました。やはりたくさん見ている
と、少し分かるようになるなあと思いました。

「骨の名前がおもしろかった」
骨のかけらを探すという単純な作業でありながら、

時間を忘れて作業をしていました。骨の部位に「歌う
おじさん」とか「バイオリン」とかユニークな名前を
付けているのも興味がひかれました。
筆者注：骨の名前を覚えてもらうために、一種の
ニックネームをつけた。尺骨は上腕骨との関節部
分が特有な形をしており、それを側面から見ると人
が大きく口を開けているように見えるので「歌うお
じさん」と名付けた。「バイオリン」とは腓脛骨を
そのように見立てたもの。

「名古屋から来ました」
名古屋ではこのような活動はなかなかないので、

今回参加してよかったです。どれがどの部分の骨な
のか、ということも分かって、とても勉強になりまし
た。

子供からの感想もありました。

「いろいろ学びました」
わたしは、いろいろなほねの名前を知ることがで

きてよかったし、フクロウがたべるのはネズミとい
うことも、ネズミのしゅるいもわかりました。
たまごのからも発見しました。

ネズミのほねはどれもこれもおもしろい名前で、
とってもおもしろかったです。またやってみたいです。

「フクロウはすごい」
一番印象的だったのは、フクロウの羽には小さく

でっぱっているものがあり、それがものすごくなら
んでいて、飛ぶとき空気を分けて音を少なくし、え
ものにバレず、気づいたらえものはとらわれている、
ということです。しかも、左右の耳につたわってく
る音で距離を知ってとるというのもすごいと驚きま
した。

セミナーの感想（抄）

「セミナーで学んだこと：フクロウと森林伐採」
今日のセミナーでフクロウの食生活を調べていく

ことで、フクロウの住環境と周辺環境の変化が分か
りました。これにより、牧場作りのために伐採され、
森の食べ物から牧場周辺でとれる食べ物を食べてい
たことから、森林伐採したからといってデメリット
があったとしても、フクロウは臨機応変に生きる動
物だと学びました。
今日私がこのセミナーで学んだことは、動物も人

間と同じで環境に合わせて生活がかわるということ
です。

「セミナーで学んだこと：フクロウの生態と保全」
フクロウの食性や、食べ物のシフト、フクロウの

顔がマイク代わりになっていることなど、大変興味
深く聞くことができました。「森林伐採は絶対悪で
はない」という考え方にも新鮮さを感じました。ま
た高槻先生のお話もユーモアを交え楽しかったです。
来てよかったです。

「動物の研究の仕方について」
私は、このセミナーで、調査方法から、フクロウ

の生態、展示方法まで、色々な事を聞けて面白かっ
たです。研究をする上で、まず知っておかなくては
いけない事や、食べる物（ネズミ等）の生態について
調べる等、研究をする過程が聞けたので、今後の参
考にしようと思います。
また、収穫祭で行う展示方法も参考にしたいと思
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いました。アクリルの円柱に骨格を乗せる方法や、模
型を見やすくするために手作りするという方法が良
いなと思いました。
アカネズミ、ハタネズミ、ヒメネズミを学校で飼

育しているのですが、まだまだ知らないことが多い
と思いました。勉強しようと思います。

「高槻先生のお話」
話の途中で色々なまとめが入り、それによってよ

り分かりやすくなっていました。また、話もユーモ
ラスで聞き飽きませんでした。次々と違うパネルが
表示されていたため、見飽きることがなく、集中し
て聞けました。
フクロウの話だけではなく、「運んできたもの」の

ネズミの骨や生態についての話もあり、いつもとは
ちがった視点からフクロウを見ることができました。
フクロウの数から森林などの課題にまでわたってい
て、退屈しませんでした。

「展示について聞けたこと」
今回のお話で特に興味深かったのは、展示の準備

についてです。私は博物館が好きで色々なところに
行くのですが、最近はどこでも分かりやすく展示さ
れていて、どうやって展示しているのだろうと思っ
ていたので、その話が聞け、良く分かってよかった
です。
セミナーに参加する前にワークショップに参加し

ていたので、高槻先生のお話がよく分かりました。


